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工  員   鳴  

並等ブロイラーの育成が琵んになってきたか＼ブロイラー育成の腐乱宏爽   

同軍ど軽薄軌こ革も額引どあり、また、養分よりみて∵已全項昭な詞科監つ   

＜るIせ雷が参る。ニのよ．ラな見地より適正な蛋白頂こ可瀬化琶分線量の金   

橋軌金を知らんがため弄徹した。  

正 試聴方策   

軋l供試祖挿ロックホーン正交配肢√♂∂羽餌付前に簡養子暗色棄施した。  

くロ）猷牧軸内 昭屯3き年／閂′2日よリ古市22日まど／β喝閂   叶   

い）試嘆区分及び飼養方鶉  

区分  羽 致  通過まで・の飼料   珂 教  古盟．  か ら の 詞 判   
／   ／ク∂   栗岡幼磯牒料   ノ ークク  責府中宅乳／／苦 ／‘㌢一占P   

ヱ   ．コ1ク ー ∠夢   〃   ／⊃  ／4－ク雪   

3   ク   〃   ノシ   ／8  ／ム ーク3   

〃   // ク   〃   ／4′  ／さ－∠争   

田   イ   〃   ノシ   ／≦‾  ／伊－7昏  

供試飼料ぼ〃凋まど、突通の憲司切誇珂／♂青空給与し、《j首未にて各区   

の平個体重度僧一にするため組笹を行い、ブロイラー飼料こ打電えた。韓   

阜飼料の配合針金は次表のようご盛る。   

ブロイラー試乗国領斜面全判合  
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中  線  間  絢暖帝  
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轟与方溶は粉領の書芸／日4回鈴与し、点灯食餌、緑餌、ブリサト、腐  

蝕土卑ぼ轟与しなかった○   

蟹田育取巻lま餌付よ．リコ遁までバスケットブルダ、一急増叶榎田＼3頭よ  

りタ週末琶どノヾスケツトブルタ’、一息凍なし硬同、g週よりム温泉まで中華  

ノヤクリー便阿、ア混エリ／∂渡末まぐ中量ノごタリー控弼  

（二）萄主項日弄び箭蚕万嵩  

高館率、体重、飼料横取量、何科車乗季、体裁分の帯畳、・商科要撃で   

ある。礪査方葛ば魯淵轟に体重、飼料硬軟量産剰定家行い、塔成分の圃   

互は仕上司教のクシらについて生体雪、琶体吏、RTC畳、可食吋膵首（紆  

lヒ妨覇）湾内、常、RTC＋司会内帝学碑り、件床分ば試敢終了後在宅   

毛の閤宝安鳶仰の書ま悶・扱きし柑切しよく混合しせの一柳につし、て、水   

分、脂防、隻茶について是馨した。  

各区における苦衷の綾定ば項白項の全音の菱（／4：／P）TDNの羞   

（占写∵．プき）にょる効果について、また、⊂PとTPNの－田三宝効果につ   

し1て検定した。  
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ネ適まで店2区が比較ぐ′ざに透く、他ば岡花ごあった。∫i君臣博どは7   

通が各区具に濁馴嘩嫁が少尉かフたのぼ琴勒lこ定因するものと思われる。  

／ク週末の僧体星は5区戸∫よ矛、3区グ古♂多、2庄戸ヨ♂ダ、／区   

グ♂ヱ矛4区含ダム多の噸どあった。／∂厨禾にわlナる僧体要（g濱以   

降）は／％茂が富％水準ど裔急桑が染めらJて、魯区阿の連濁は別長のよ   

うて†訝る。⊂Pの睾曹の濠による効果は認め・ンれサ、、T PNの蒙によゐ   

和栗ばg％樗が／％水準どTDNの高い方氷体重が重いこどが帯めら」1   

た。CPとTP Nの唱互肋昇一ま苛められなかった。   
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館科摂取菅匡⊂P、丁ロNの貫い∫区C Pの低く丁ワNの悪い2区⊂   

P、TDNが平河の3‾区⊂Pが誘くTロNの隠し14琶ぐP、TD Nの伍   

い／区の昭ご、雷啓価の箭低により環取晋は少多こなっ丁＝。   
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飼料軍ボ車ばg区が蔵bよ＜、21亘悍ク適まご3区よりよかつ／ニカぐ、  

／ク肇＝こおいこ3直の才が哀弔になった。   
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一発’－   



ブロイラー乳価ム卯円喧づ月／9日から字3日までの平均怖である。   

丁βNの高い河料が堺益がゲなく、TpNの低い区に比較して約∫♂％の  

収蘇てあった。  

／7ノ 屠粁帝味祓萩   

乳酸終7時の7％を蒸作為rて嫡出して／夜常食の後置額常体した。  

尺TC十 可解爽 歩 留  

劃
」
可
 
 

・、∴・∴  ／ヱ之r   
／∫／J   

／J7．と  

／ふ2タ   

コ2と．z   

jヱ≠∂   

J／1タ、∂   

j／ダ♂   

ユヱアユ  

dまタ‘   

∠エアタ   

g客年′   

蕗／貪  

∠∋．fr／   

塩2  士gヱ、∂   
∠7＃♂   

よ2タ汐  

女官，2  

享3、3♂   

¢之揮   

掲ス／  

摂‘お   

ゃ〇．の  

こ・∵■－ ・∴r、  gま〝   

み♂g  

∠戎コク   

∠ブタ多  

々Tcきの快足の詰果ぼg％カく準百石恵蒙を鐸め、又CP、TpN及び婚  

互苅果の裸足の結果はT♪〟の訪果かょ％水準で罷められた。   

RT c十可食内聴歩留は眉＼区lこ大農在カ＼っ危。  

傭、ぼ分、外材結界  

／区．（〟トよ巴  …ヱ区ぐグー視）  g区（／省一乃ノ  牛区（／繊  一∫区レ才＿久わ   

ぎ粗肴白賢  ノ虎アク免  ／♂こβ∂   二とク．∠ア   ／スタ7   ／♂、／グ  

／玖g才   ／玖7ク   ／Lフ、∠∂   粗坪旨防  デフ♂  ル′、グβ        水  分、  ク／ク  古よ、亡   ∠㌢クニ子   ∠β∠∫   ∠クよと  

粗蛋白質は／占－ケj固執火車も争かったか飼料のとplrD＜／⑦閏痺に   

よる傾向i謀判然ヒしなかった。楓脂肪ぼCPが一定の場合l壬丁仁〉〃の薫い方   

ボ多く、Tクノ＞カヤ一定の場合ぽこPの高い方が争かった。水餅はぐPが十牒   

の豚飢まTP Nがタい方が少なく、丁亡〉八が一定の場合lまc Pの矛（＼方か入グ  

ヽ在かっ佗。  

碍  要  

ロックホーンを飼いて、アロイラーイ珂科・中のC Pあ、よ1デrlワ∧ の汲水準を   

求めるたあに餌付よク牛凰までCP2の％丁か〟∠㌢鯵の訝群飼料を給与し、   

よ偲今よク ノク偲今岡はとPおよ♂丁工）Nボそれぞれ／女一 占㌘ ／¢－グ♂   

一／‘－ ケ3 ／♂－∠g ／才一7g のど獲蕨のアロ1ラー固執を給与して、   

アロ1ラーの苑育、経済蛙、e戸 TDNの劾果を銅盤した。  

Uノ 発育についてぼ次の環な終果と太った。  

れ〉 71＝∨とこPヒの珂徐につし＼ては丁かルポ高いほど発育かよいこと  

一 ■㌧一   



が／％∫勿危険率で宿恵塞が轟められ、C P Tl〉八とe Pの相互劫   

無につし＼ては帝落差は誌わられなかった。  

（ロJTp〟左一束にした落命TDN占ぎでCP／¢：／伊、丁クルグ♂モ   

C P／ダニ／〆では帝恵善が熟められ衣かっ伝。  

C Pを一度にした場合仁P／牛マTD〃占『ニ7才でほ肩薦善が詠   

められヂ、CP／才でT p〟が∠厨：7ぎマはTP八日貯存h、語甘り良く   

／％∫％官有恵善が深められた。C P／年の場谷下もTD〃の帯し＼方   

が良かった。  

レリ C戸／占％丁ク〃クJ％簡乳1女／¢－∠g ヒ／クーイg商科よぅ増   

味畳も良く／％ぐ％で有意善庚諦めらゎた。／ダーク♂よクは良く、   

／才一7gよ♪少なかったが、有意葦は認められなかっ存。   
′   

GJ二噂体、畳の慣唖吐∫く／㌢－ク♂J ∋（／名－ 7∂〕 2 く／ダー7タj  

／く／年一∠P〕 ケ（／♂－ ∠占㌧）1㌻あった。  

くZノ 飼料・茨取量  

Cアポ一斉の：参各層TP〟の低い方ボ硬取量水争く、TP〝ボー足の   

埼谷は⊂戸の低い方が多かった。  

チP、TD／Vボ中何であるノ∠－7j練／¢－ク身／♂－7♂飼粗   

よクも多く、／♂－∠g ／クー・∠♂・よJ）少て〔オった。C Pヒの向原は不   

同である。  

∫区2区3医卒区／区の慣に少普であっ斥。  

βJ閏粗零封畢  

C Pが⊥宍の甥合はTC〉〃の高し、方が低くて良く、丁ロNボー定の場   

合はC Pホ高し、方が低くてよかった。  

C p、71り∨が／∠； ア、3はTD八／の促し＼飼粗よ♪軽くてよく、Tp   

〃の希し、衝乳ヒ庫ほゞ同報であっ潅が、CP、Tp．vの轟い女区の方が′   

良かった。仁Pが隆くTp〃の帝し＼2区よpやゝ良かった。I慣柁は古3   

う■む′■区官あった。  

（≠ノ 径 浄■ 腫 

山 国村費は飼料華槽の高く、硬取奇の少いl慣lこほヾ従ってし＼た。 

C戸■か一定の瘍各はT♪〟の高い方が島崎百、TJ）〟か⊥宍の場合   

ぼぐPの高し、方か高価であった。／∠一ア3療丁♪〃の高い歯科よβ  

穿く、丁♪〟の低い飼料より轟椅子あ♪、C Pヒの悶慄は不同であっ  

た。  

一／ククー－  



岬）／粁増体lこ要した餌終嘗と詞科庚はC戸ボー定の環各杖TD〃が高  

い方が前科堅次グ広いボ圃粗弊は爵く、Tp／Vが一定の場偉牒TD吋  

がクガマCPが／≠ヒ／㌢下は／㌢の方か高価与あったが、、TD〟が  

占身の陳はc戸／卒ヒ／♂1Fは／¢の方が帯板であっ転。CP／‘マ  

γク＜／73で圧ヒγβ丹の侭い慣粗よ♪む飼料量は少なく、珂姐壌も安  

櫛マあった。TD〟の商い常軌ヒでは爾乳量？喪ほヾ珂観であっ危が、  

飼風勢は安価マあった。釘計蓉はよ32年／区の慣下間瀬褒は三月／  

2∈の慣であった。  

t／＼）／♂0帝当り囁収益を屑耕一の質的射いて伴う徳俵の是冥床窺いもの  

として計質すると、長出額は23∠∠♂ 円か£ j♂ユ♂∂ 円でよ2ゴ  

ヽ  
／2区）郎、塀人前点ブロ1ラー売郡代でヱ出♂の円かjヱ〝ユ女円  

与よ∴ヨコ／《区の喉首あク、定額はダタ♂♂円から／∠釘ク円て下士ヲ 友  

／2古 区の咽てあり、CPの一定の場合はTD〟の高い方が思＿収益  

が少なく，71D∧上が一定め場令丁仁，〃が占㌢％守C戸／女 ヒ／♂でば  

／g水注く、TPN7倉％マCP／女 ヒ／矛下絵／葺か、濃かった・T  

D〟の轟い区（7ダ％〕は催い区（gダ％）に比較して約と％の現収  

益やあった。3区を／〃∠）とし卓積数では／区㌢′％フ区多占％4区  

β2免与区葺ダ％てあった。   

（古）屠額簡＝体環涙  

々TC蕾庄3区2区き区／区¢区の順で、77jぎカ＼ら7≠2告であ  

ってその責はよ％で奉遷養が絡めらゎた．又Tc〉Nの効果が与％て認め  

らγ＝乏がC／フ及びcpヒTD〃の掴互助菜は認あられなかつ．た。ご．Pが  

一定の場各杖TD〃の高い方が重く、rこ）〟か一定の場谷庫c pボ胤＼  

方が重かったが僅少であった。尺TC魯十可食内簡歩留は各区同大空が  

‘ヽ なかったことほ可食内儀貴に旬粗養による一定の横何がなかったたあゃ  

ある。  

体併合の竹前の酷泉広粗番台質lてついては飼料のC P アP．〃の困塵  

による傾向は郵霹としなかっ是。雅趣動こつ＼＼ては仁P択一定の場谷T  

D／Vの試い方が争く、T上）ルが一斉の場思はこPの轟t＼方が夕かった。  

CノPヒ丁占〉〃ボ高い定温肺肝か争い傾向マあった。水分はC戸が一足の  

場合はTD〟め希い方水少なく、丁♪〃か一定の場叙法Cアの商い方か  

少定かった。  

「／¢／－   



以上を森谷棺に者足してブロイラー飼料よcpよっTpNが堵体蟄、簡  

称賛君率、経済畦、磨練塀軌こ及ぼす影響が多く、γ1フルの軌ヽことが、零  

常されるが、ロックホーン百は／d－ 7、3の餌科一成革もよいと思われる。  

一／ク2－   


